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※鳥獣被害対策実施隊…鳥獣被害防止特措法に基づき、市町村が被害防止計画に基づく鳥獣の捕獲、防護柵の設置などの実践的活動を担うために設置する組織のことをいいます。
※健康の駅…地域で健全な健康維持増進活動をリードする施設として、「健康の駅推進機構」から認証された施設のことをいいます。用語解説

コ
ン
ビ
ニ
へ
の
設
置
を
検
討
し
た
い
。

問　
Ａ
Ｅ
Ｄ
付
き
自
動
販
売
機
を
屋
外

に
設
置
す
る
こ
と
で
、
24
時
間
使
用
で

き
、
設
置
費
や
維
持
管
理
費
も
不
要
と

な
る
。
設
置
場
所
の
周
知
も
さ
れ
や
す

く
、
夜
間
も
照
明
が
つ
く
な
ど
メ
リ
ッ

ト
も
多
く
、
有
効
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

答　
条
件
の
合
う
箇
所
は
、
所
管
課
と

協
議
し
、
切
り
替
え
を
研
究
し
た
い
。

救
え
た
命
で
あ
る
と
思
う
が
、
ど
う
か
。

答　
①
緊
急
の
不
審
者
対
策
強
化
会
議

で
、
情
報
共
有
、
危
機
管
理
対
策
の
強

化
連
携
を
図
り
、
万
全
な
対
応
を
と
る
。

②
小
・
中
学
校
の
暴
力
行
為
１
１
４
件
、

い
じ
め
１
０
６
件
、
不
登
校
１
６
７
人
、

学
校
・
警
察
連
絡
協
議
会
を
土
台
に
早

期
対
応
に
努
め
る
。
③
要
配
慮
者
の
避

難
誘
導
の
大
切
さ
を
痛
感
し
、
関
係
機

関
と
の
連
携
な
ど
改
め
て
確
認
す
る
。

る
在
宅
医
療
Ｉ
Ｃ
Ｔ
シ
ス
テ
ム
構
築
モ

デ
ル
事
業
や
本
市
が
進
め
る
在
宅
医
療

・
介
護
連
携
情
報
リ
ス
ト
、
在
宅
サ
マ

リ
ー
を
活
用
し
た
多
職
種
間
の
連
携
に

よ
り
、
高
齢
者
が
在
宅
で
安
心
し
て
医

療
・
介
護
が
受
け
ら
れ
る
医
療
情
報
の

共
有
化
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

な
ど
の
保
障
も
実
施
し
て
ほ
し
い
。

二　
ス
ポ
ー
ツ
施
策
に
つ
い
て

問　
豊
か
な
自
然
や
地
の
利
を
生
か
し
、

ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
、
市
の
知
名
度
向

上
を
図
る
た
め
、
新
た
な
ス
ポ
ー
ツ
競

技
大
会
を
開
催
し
て
は
ど
う
か
。

答　
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
や
自
転
車
な
ど
、

新
た
な
ス
ポ
ー
ツ
大
会
の
実
施
に
は
、

参
加
者
の
安
全
確
保
と
近
隣
住
民
の
理

解
が
必
要
で
あ
る
。
ス
ポ
ー
ツ
推
進
計

画
に
掲
げ
た
市
独
自
の
イ
ベ
ン
ト
開
催

に
向
け
て
調
査
・
研
究
し
て
い
き
た
い
。

三　
県
立
秦
野
戸
川
公
園
周
辺
の
地
域

資
源
（
大
倉
高
原
山
の
家
等
）
を
活
用

し
た
観
光
振
興
に
つ
い
て

問　
県
立
秦
野
戸
川
公
園
や
大
倉
尾
根

周
辺
の
観
光
振
興
に
つ
い
て
、
ど
の
よ

う
な
構
想
で
推
進
し
て
い
く
の
か
。

答　
総
合
計
画
後
期
基
本
計
画
で
山
岳

ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
の
創
設
を
挙
げ
て

い
る
。
大
倉
高
原
山
の
家
を
拠
点
と
し
、

県
立
秦
野
戸
川
公
園
周
辺
の
地
域
資
源

を
見
ど
こ
ろ
と
し
て
盛
り
込
み
、
一
層

の
観
光
振
興
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

市
で
も
健
康
の
駅
の
認
証
を
受
け
、
全

市
が
一
体
と
な
っ
た
質
の
高
い
健
康
増

進
活
動
を
進
め
て
は
ど
う
か
。

答　
健
康
の
駅
の
取
り
組
み
は
参
考
に

す
べ
き
で
あ
り
、
健
康
増
進
計
画
の
改

訂
に
合
わ
せ
、
全
市
的
な
取
り
組
み
に

つ
な
が
る
よ
う
、
調
査
・
研
究
し
た
い
。

要
望　
健
康
寿
命
を
延
ば
す
施
策
は
、

今
後
の
最
重
要
テ
ー
マ
で
あ
り
、
健
康

長
寿
の
ま
ち
秦
野
を
目
指
し
て
ほ
し
い
。

二　
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
設
置
に
つ
い
て

問　
公
共
施
設
で
は
、
室
内
に
Ａ
Ｅ
Ｄ

を
設
置
し
て
い
る
た
め
、
夜
間
や
休
日

に
は
利
用
で
き
な
い
の
が
課
題
で
あ
る
。

例
え
ば
西
庁
舎
前
の
24
時
間
営
業
の
コ

ン
ビ
ニ
な
ど
、
効
果
的
な
店
舗
へ
の
設

置
を
進
め
て
は
ど
う
か
。

答　
ま
ず
、
西
庁
舎
前
の
コ
ン
ビ
ニ
へ

の
設
置
を
試
行
的
な
取
り
組
み
と
し
て

検
討
し
た
上
で
、
市
民
の
往
来
が
多
い

答　
①
平
成
29
年
度
に
は
、
横
浜
市
立

大
学
の
医
師
が
院
長
に
就
任
す
る
こ
と

が
内
定
し
、
お
お
む
ね
２
０
０
件
か
ら

３
０
０
件
程
度
の
分
娩
を
目
指
す
。
②

常
勤
医
師
３
人
、
非
常
勤
医
師
３
人
の

６
人
が
予
定
さ
れ
、
で
き
る
だ
け
早
期

に
開
院
で
き
る
よ
う
準
備
を
進
め
る
。

③
職
員
数
の
削
減
や
市
債
残
高
の
縮
減

な
ど
、
引
き
続
き
行
革
を
推
進
す
る
。

二　
悲
劇
の
検
証
に
つ
い
て

問　
①
県
立
や
ま
ゆ
り
園
の
事
件
で
は
、

植
松
容
疑
者
は
大
麻
・
精
神
病
と
診
断

さ
れ
な
が
ら
、
医
療
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
退

院
後
の
フ
ォ
ロ
ー
も
な
か
っ
た
が
、
②

埼
玉
県
の
16
歳
の
事
件
、
不
登
校
対
策

な
ど
本
市
の
問
題
行
動
の
現
状
は
、
③

岩
手
県
の
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
災
害
で

９
人
が
亡
く
な
っ
た
、
早
め
の
避
難
で

自
民
・
新
政　
　
　
相
原　
　
學

一　

秦
野
名
水
の
利
活
用
に
つ
い
て

（
そ
の
２
）

問　
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
「
お
い
し
い
秦
野

の
水
〜
丹
沢
の
雫
〜
」
の
販
売
状
況
と
、

今
後
の
取
り
組
み
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
４
月
か
ら
８
月
ま
で
累
計
約
８
万

２
０
０
０
本
を
販
売
し
た
。
今
後
、
ペ

ッ
ト
ボ
ト
ル
事
業
を
水
道
事
業
と
し
て

継
続
す
べ
き
か
、
市
長
部
局
で
実
施
す

べ
き
か
、
あ
る
い
は
民
間
に
事
業
を
移

譲
、
ま
た
は
、
製
造
ラ
イ
ン
を
市
内
に

設
置
す
る
こ
と
の
可
能
性
な
ど
に
つ
い

て
関
係
部
局
と
検
討
を
行
っ
て
い
る
。

二　
地
域
活
動
と
行
政
の
連
携
に
つ
い

て問　
各
地
区
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る

た
め
の
支
援
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
各
地
区
に
は
ま
ち
づ
く
り
委
員
会

が
あ
り
、
５
種
類
の
交
付
金
を
交
付
す

る
な
ど
の
支
援
を
行
っ
て
い
る
。
特
に

平
成
28
年
度
は
、
地
域
内
の
各
種
団
体

が
連
携
し
て
課
題
に
取
り
組
む
た
め
の

ま
ち
づ
く
り
拠
点
交
付
金
を
創
設
し
た
。

三　
安
心
で
き
る
医
療
・
介
護
に
つ
い

て問　
高
齢
者
が
激
増
す
る
こ
と
か
ら
、

医
療
や
介
護
の
サ
ー
ビ
ス
な
ど
を
一
体

的
に
提
供
す
る
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ

ム
の
構
築
が
急
務
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

答　
秦
野
伊
勢
原
医
師
会
が
行
っ
て
い

創
秦
ク
ラ
ブ　
　
　
加
藤　
　
剛

一　
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い

て問　
８
月
11
日
の
国
民
の
祝
日
「
山
の

日
」
に
お
け
る
、
本
市
の
取
り
組
み
は

ど
の
よ
う
か
。

答　
市
主
催
事
業
だ
け
で
な
く
市
民
力

を
生
か
し
て
、
お
も
て
な
し
イ
ベ
ン
ト

や
山
へ
の
感
謝
イ
ベ
ン
ト
な
ど
、
合
計

86
事
業
が
実
施
さ
れ
た
。
日
刊
紙
や
テ

レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
で
の
放
送
の
ほ
か
、
地

域
・
登
山
情
報
を
集
め
た
民
間
雑
誌
な

ど
か
ら
情
報
掲
載
の
依
頼
が
あ
っ
た
。

要
望　
市
民
力
の
喚
起
を
促
す
と
い
う

手
法
は
成
功
し
た
と
思
う
。
引
き
続
き

オ
ー
ル
秦
野
で
の
仕
掛
け
を
期
待
す
る
。

二　
カ
ル
チ
ャ
ー
パ
ー
ク
に
つ
い
て

問　
「
秦
野
の
桜
」
は
、
本
市
に
お
け

る
大
き
な
観
光
資
源
に
な
っ
て
い
る
。

自
民
・
新
政　
　
　
小
菅　
基
司

一　
有
害
鳥
獣
や
外
来
生
物
の
対
策
に

つ
い
て

問　
県
内
で
※
鳥
獣
被
害
対
策
実
施
隊

に
猟
友
会
員
を
任
命
し
て
い
る
市
町
村

が
あ
る
が
、
本
市
の
考
え
は
ど
う
か
。

答　
猟
友
会
員
を
任
命
し
た
場
合
、
国

の
交
付
金
増
額
な
ど
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ

る
が
、
狩
猟
税
の
免
除
な
ど
で
不
公
平

が
生
じ
る
と
い
っ
た
デ
メ
リ
ッ
ト
も
あ

る
た
め
、
今
後
、
協
議
し
て
い
き
た
い
。

要
望　
鳥
獣
被
害
対
策
と
し
て
鹿
肉
で

ド
ッ
グ
フ
ー
ド
の
製
造
な
ど
を
検
討
し
、

ま
た
、
担
い
手
の
育
成
・
確
保
や
保
険

公　
明　
党　
　
　
山
下　
博
己

一　
健
康
の
駅
の
推
進
に
つ
い
て

問　
公
民
館
な
ど
を
交
流
拠
点
と
し
た

秋
田
県
横
手
市
の
※
健
康
の
駅
の
取
り

組
み
は
、
利
用
実
人
員
を
把
握
し
、
利

用
者
一
人
一
人
の
運
動
機
能
向
上
の
効

果
を
検
証
し
た
上
で
、
専
門
職
が
ア
ド

バ
イ
ス
を
す
る
な
ど
、
市
民
の
健
康
増

進
に
大
き
な
成
果
を
上
げ
て
い
る
。
本

民　
政　
会　
　
　
阿
蘇　
佳
一

一　
責
任
あ
る
未
来
に
つ
い
て

問　
①
秦
野
赤
十
字
病
院
へ
既
に
35
億

４
７
８
０
万
円
の
補
助
金
を
投
入
し
て

い
る
が
、
分
娩
休
止
か
ら
１
年
半
、
分

娩
再
開
の
め
ど
は
、
②
八
木
病
院
の
産

婦
人
科
の
開
設
は
、
③
平
塚
市
は
半
年

間
、
全
職
員
の
給
与
１
％
カ
ッ
ト
を
行

い
、
子
ど
も
・
子
育
て
基
金
や
震
災
対

策
の
財
源
に
充
て
て
い
る
が
、
ど
う
か
。

医
療
・
介
護
の
情
報
連
携
強
化
に
よ
り

街
ぐ
る
み
の
ス
マ
ー
ト
医
療
の
実
現
を

赤
ち
ゃ
ん
が
生
ま
れ
な
い
ま
ち
は

消
滅
都
市
へ

カ
ル
チ
ャ
ー
パ
ー
ク
再
編
整
備
は

今
後
の
対
応
こ
そ
が
重
要
で
あ
る

ス
ポ
ー
ツ
・
観
光
資
源
を
生
か
し

秦
野
の
知
名
度
向
上
を

「
健
康
長
寿
の
ま
ち
秦
野
」
を
目
指
せ

夜
間
に
Ａ
Ｅ
Ｄ
が
使
え
る
体
制
を

ペットボトル「おいしい秦野の水〜丹沢の雫〜」

24時間使用可能な店舗へＡＥＤ設置を

一層の行革推進を（写真は市役所本庁舎）

カルチャーパークを秦野の顔に

大倉高原山の家を拠点とした観光振興を

 正・副議長と記念撮影

み
ず
な
し
川
緑
地
の
右
岸
だ
け
で
は
な

く
、
左
岸
も
桜
並
木
に
で
き
な
い
か
。

答　
右
岸
側
の
桜
に
倒
木
が
発
生
し
た

た
め
、
専
門
家
に
調
査
を
委
託
し
て
お

り
、
右
岸
側
と
併
せ
て
検
討
し
た
い
。

意
見　
桜
の
時
期
に
は
民
間
の
団
体
が

イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
て
、
多
く
の
参
加

者
を
集
め
て
い
る
。
行
政
側
の
さ
ら
な

る
支
援
策
と
し
て
、
景
観
の
レ
ベ
ル
ア

ッ
プ
を
図
る
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、
今

回
の
カ
ル
チ
ャ
ー
パ
ー
ク
再
編
整
備
は
、

市
民
に
と
っ
て
、
安
心
し
て
ス
ポ
ー
ツ

や
カ
ル
チ
ャ
ー
に
親
し
ん
で
も
ら
え
る
、

ほ
か
に
類
を
見
な
い
総
合
公
園
と
し
て

秦
野
の
顔
に
な
っ
た
時
に
初
め
て
成
功

し
た
と
言
え
る
。
施
設
を
整
備
し
て
終

わ
り
で
は
な
く
、
今
後
の
利
用
方
法
や

各
種
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
な
ど
、
ソ
フ
ト

面
の
整
備
が
重
要
で
あ
る
。

　子どもたちに、市議会へ親しみをもっても
らうため、８月18日（木）に開催しました。
　当日は、小学４年生から６年生の児童と
その保護者11組25人が参加し、正・副議長
との名刺交換、議長体験、記念撮影など
を行いました。
 参加者から、「議長席は見通しがよかっ
た」、「正・副議長と名刺交換ができてう
れしかった」などの感想が聞かれました。
　今後も市議会を身近に感じてもらえるよう
な取り組みを行っていきます。

夏休み子ども議場見学会

　一般質問は、９月27日、28日および 29日
の３日間、15人の議員によって行われました。
　質問は、教育や災害対策に関するものをは
じめ、市政全般にわたり、活発な議論が展開
されました。一般質問は、３面、６面にも掲
載されています。
（質問者の文責により、質問と答弁の要旨を
掲載）

一 般 質 問

大好評

…「自民党・新政クラブ」は、略称として「自民・新政」と表記しています。会派の表記


